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21･ 蚊幼虫に対す るDDT及びIP Cの致死量につし､ての解析 殺虫作用に関する研東 邦2m

林 滋出 ･鈴木 狂 (宋茄大学 伝染病研究所 寄生虫研究部)31.ll.11受理

謹 ん で 春 川 忠 曹 博 士 の 古 林 を 祝 賀 し奉 る.

蚊助山に湖山剤を企詔として与えT=場合, 各個肘 こついてそれぞれの致死虫を簡便に測定出来るよ

うにLT:･この致死血と兆剤滋皮の間あ関係を追求しT=きころ, 薬剤の作用という刺戟とそれに対

する反応との間に,Wcber-Fechrter･の法則が適合する場合には, 各個休の感受性は,.薬剤漁皮そ

のものではなく,その対数に対して正規分布をすることが理論的に将糾された.なお,DDT,BHC,

.)ン･Fンの火映例をあげ;致死丑にあらわれた英剤の特性を比較考察した.

牧山刑の効力拭験i弓あたって.その紙栗の統計的処

矧 こは.現在 Blissl,2) の方法が広く用いられている.

これは.TrcvanlO),Gaddum3) らの系統をひく.考え方

に立脚し,誠が国では,大沢 ･長沢8)の綜説によって

紹介されて以米,長沢はじめ,̀多くの研究者によって

とり上げられている.Blissの方法は,しばしば蜘 尚

されているごとく.その枚本に.･作用曲線を感受性の

佃休丑分邦の淡L'1曲線と脈釈すること,また泊皮を適

当に変政するとこの分相が正矧 こ近くなることを仮定

している.そして,この後者の仮疋については,l若干

の検討が加えられてはいるが (たとえば河野67),多く

の塀合に.叫に経験的な亨Jl実から,出庇を対数に変換

しかし.対数変換しても正規に近づかない場合,す

なわち,プ｡ビットを用いてL句っゆる1次変換をして

も垣線にならない場合がしばしばある.これがふたつ

あるい埠それ以上の田線の連続によって表現され,一作

用機序の男る､ものの合成として理解される野合もある

が,またそのように考えられない似合も多い.

本矧 こ報告する実験は,経験的に知られた対数変換

′138 J
ノ

ヽ ′ヽ

が.何故正矧 こなるか半. またひいては,どういう場

合に対数変換が不適当か,ということをrn!U]したい㍊

図から出廃している.本実験の韮本的な部分の一部は,

さきに筆者の一人林によって予紐されたが4),A!にこ

の実験方法を応用発展させることによって,弼昧ある

知見を柑つ あゝるので,迷次報告してゆく予淀である.

この研兜に御把等を頂いた伝染病研死所符生山研北

部佐ふ学助教授,実験を担当して頂いた木村マ･);佐

藤金丸 麿 永秀子箪氏に厚く感謝の志を.誠する･

実験材料及び方法

.通常の殺虫試験では,供試昆虫の薬剤に刈する感受

性の個体差分布を.面接求め畠ことが出来ない 川Jjl..lJ
･致死率などの試験では, ある程度可緒ではあるが).

このため,氾佐一致死率 の実験においては,いくつか

の段階の氾庇における致死率をしらべ,いわゆる作川

曲線を求めて,'これを感受性分布の累L'1曲線として分

析をす めゝるわけである.

*節1報以後,金光 ･長谷川5)が別班の説明を試みた
報告があらわれた.I.
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壬rf者らは,即 ちに感受他の分邦を求める方班を巧残

した.それは.蚊の幼dlに殺dl刑を允ITほとして与えた

均分'爺胴体につI･'てそれぞれ-'ri:爪の兆刑が摂収さ

れると.中音LZ作mが発別して摂氏がとまり,やがて死

亡する.従って.死亡した各個休について.それまで

に駅収したftB剤の員は,それぞれの殺小致死虫となり,

各州4:の感受性を表現する一指棟と考えることが出来

るからである.

以下に.本稿に用いた実験方法の概略を述べる.

桝試昆虫 :特にことわらぬ場合は,当研究部飼育室

で累代飼育されたアカイエカ CuteEやipienspallens

の第4令幼出を用いた.･

容田 :500cc容のど-カー又は腰前シャーレをJ7]い.

中に水 300ccを入れ tJも試昆虫を各50匹ずつ放った.

外仰の大チ1)ンデルに氾助をそゝぎ,実験中の水氾を

は -ゞJl (230) に伴った.

カルミンijll允処田 :これは実験に供する前に,幼虫

がすでに摂収した食物と,実験中に摂収する薬剤との

境界をnj:瞭ならしめるために,実験開始の両肌に,也

素カルミ'ンの粉末を食わせる処田である.すなわちト

カル主ン100mg,に対してロート油2滴を加えてよく

ねり,.水約 500ccに分散せしめたものに蚊の幼虫を

入れると,よくカルミンを摂取する.約 10分経過綾,

大通の水を入れた容掛こ幼虫を移し,附宕したカルミ

ンを除いてから50匹ずつ別々の小容掛こ移す.

なお,後に述べるような,殺虫剤の稀釈剤中にカル

ミンをあらかじめ含ませておく方法では,摂取された

薬剤が紅く群色されて見易くなるため, このカル,ミン ー

前金処田を施さないですむ.この場合には.稀釈剤と

して,珪荷土 92%,カルミン5%,エマール 3% を

使用した.

兆剤 :本桐では, DDT,BHC 及び1)ンデンの各

粉剤を用いた例を報告する.これらの殺虫剤は,それ

ぞれタルクまたは珪投土で.適宜に対数的間隅をもっ

て5段E掛こ稀訳して, 各段耶それぞれ 30mgを上記

のビーカーに入れ,摂食せしめた.

DDT の例は1950年5月に行った実験で, Tfl坂の

茶 10% 粉剤を用い.タルクで10% より 0.625% に

空ろまで,対数的問隅をもって5段階に稀釈し,･カル

ミンFtJTJ食紙を施した.nHCの例は.1950年10月に,

Trf収の γ･nHC 1.5,0.'合す1-粉剤を使用したもので,

γ･BHCが 1.5,0.'より0.094% に至る5段階にタル

クで倍数柿即し,カルミンfllJ允法を施した. 1)ンデン,

の例は .1956叩9月に行ったもので, リンデン結晶

を上記の*)レミン合イ)は-I三湖土で1% より 0.0625% ま

で同じ様に5段R引こ和別して実験にtJtした.

これらの各校非刑の訳姥の和田は,リ三助が開始され

_ /
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てから約7まで.長くとも5PIjr..TJ以内にと まゞるJ:う

に取引･された.虻雌がうすすiT{ると.Jtr験にRTiする帖

rthJが艮びくばかりでなく..抗取粉剤の.Rが多くなるた

め.死亡するまでにその一部が肛門から排附される場

合が血り.摂収'爪の正砕なmrJTi:が不吋脚 こなるからで

ある.

摂収虫の測定 :実験中しばしば毛細管の先郊指で出体■ノ ■
を刺戟し,■完全に死亡したと認められた幼虫は.ただ

'ちにとり出して-たん60-700の熱湯で固定し,ガム

クロラール液で封入して顕微鏡模本に作製Lた.標本

が透明になるときをまって.顕微描画装置によって,I

節1跡 と示す各部位を捕写し,cu'rvimeter~を用いて長

さの測定を行った.部位を明瞭に判定出来て測定が容

易となるように,頭端は襟 (いわゆるco11ar)の中央

部.FS朝('Jは微板の後緑部と定めた.

q JT ~三 ･･., ~十~｢-J
d

Fig･1.LDiagram ofpreparationofmosquito
laⅣa lor microscopic examination. Area
hatchedobliquelyshowscolumnofswallowed
insecticide.Solid､areashowscarmin.BlankI
areashowsfoodpreviollSlytaken.

図巾 b～C間の距灘は,摂成された粉剤の占める長

さであり,幼虫の各個体間における腸管の太さの変災

を殆んど畑祝し得るものと考えれば,この長さをもっ1-■一･- ●､▲-Ir一一･4

て,摂取材剤の_fitをあらわすものと考えて諾攻 えない･

a～b間の長さは. 1小沼作用が発llit,て粉剤のfIt･収を

やめてから.死ぬまでに仰勅のため粉加住が凡那7円を

移動した如.邪をあらわす.これを rエ･)アキ｣と称す

ることにした.a～dの良きは, いわば幼dlの体長を

示すもので,各実験区にわけるtJも.試比illの大きさの一

様経をチェックするために用いられる.

こ にゝ,薬剤に刈する蚊幼LllのJd胴体の感受f'l:.杏,

その最小致死掟.すなわち死亡するまでに摂食した兆

剤の量で表現し,摂取薬剤虫を,幼虫各個休の腸管内

に占める薬剤の長さによってあらわすものとして,以

下の成約を解析する.

一実 験 結 果

DDT 粉剤 :市販の 10% DDT粉剤から稀釈した

粉剤について実験し7こ成約を節1表に示す.̀各班犀の
～

139
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Tablel..ThelengthoftheNinsecticidecolumn"andthe
〃collarspace''atseveralconcentrationsofDDT.

conccen(t芸;ion ldg･qC ･Tncsaenctlli;d;e:Loo,lfuihne"･ Uonfbiaas,?adn::tl.Tale Tc琴 憲 ･'･f

∫

562

が

.
5

.
0

.

0

1

2

5

01

_0.678 2.32

0.322 -1.75

1.322 1.45

2.322 0.940

3.322 0･?28

5

6

6

0

3

㍊

認

14

15

02

0

0

0

0

0

3

2

2

1

0

別

8

55

鎚

6

0
(U

0
0

0

粉剤について,それぞれ約 50匹の蚊幼虫について計

測した位の平均を示した.rこれを図示したものが第2

図であるが,渋皮を対数にとれば,.摂取粉剤長及び工

.1)アキは,共にこれと田税関係にあることが判る.

Fig.2･ Relationsofconcentration.ofDDT

to]cngthof〝insecticideporumndswallowedby
n105quilolarva (-●-)and 〃collarspace"

bch王ndinscctic王decolumn(-OT)･

いま,択収粉剤長を L,兆剤氾IRを C とすれば,

L=alogC+b (1)

とあらわすことが出来る.こ にゝ a,bは.蚊幼虫の

種芋乳 令期,水卓弘 毅剤の種琉などで定まる定数とす

る.この例で,重みをつけずに蝉純な殻中日釆法で計

算した結果は,

L=1.998-0.49910g空C

が狩られた.

同様に,エリアキについても,その長さを J,定数

を k,γとすれば..

146

7-Alog･lC+r (2.)
であらわされる関係が存在する.この例では,

l--0.565+0.0313log.LC

という結果が得られた.従って,DDT1% の粉剤を

与えた場合'アタイエカの第 4令幼虫によって択収さ

れる粉剤長の理論値は, 平均 1･998mm で,.エ')ア

キは 0.565mm ということになる.

こ′ゝで.摂取非剤長の分布をしらべるために.各兆

剤畷疋別に,摂取長をそれぞれいくつかの区間にわけ,

度数分布を求めた.この妊数分布の部分は,使宜上手fi

取長を突長になおきずに,描画図の計測他のまゝとt)

あつかった.これらについて,1次変換によって正軸

性の検定を行ったものを節3図に示したが,各班皮の

場合とも,.ほ 田ゞ線にあっていることが見てとれる.

な払 この度数分布から平均値と分散をもとめ.正加

分布とみなして計辞した理論度数とのくいちがいを,

x2･testで検定9)した結果は,弟2表に示す如く,孤

(
)
)

.

a

l
q

t
2
!
J
t
!

^
Pa27叫PJt!Ptlt!)S

L

Fig.3. Testsofthegoodnessoffitofthe
observed distribution ofエ to tllenormal

distribution,using theprincip一eofnormal
probabilitypaperatvariousconcentrationsof
DDT.Leftto right,10,5,2.5,1.25and

o･625%･Thes占aleofLlhasbeen,shifted
hori2:Ontallyby0.5forthecurvesof1.25

and0.625%toavoidoverlapping.
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Table2. X!･tcstfortheliEofnormaldistributiontothe

distributionoEL8tVariousCOnCCntrat王onsofDDT.

qL! dL x2o P,(x2≧Xo℡I

腿

お

n
1
5

.
0

.
0

0

1

2

5

01

15

67

班

別

砿

0

7
.
1

9

4

5

3

3

1

0

.n8

脚

m

719

畑

l

1

0

0

0

1.302 ･0.518･ 0.80>Pr>0.70
1.363 3.551 0.20>Pr>0.10

0.837 0.916 0.70>Pl･>0.50

0.8481､ 10.789 0.01>Pr>0.001≠

0.330･､ 5.959 0.10>Pr>0.05

キsl.gnificant. 一

tA:5,0.'に如ける場合が.偶然かまたは不明の原因で大'

きくはずれた以外には.すべて有志なくいちがいが認

められなかった.

すなわち,本宍験の和田の氾皮では,摂取光剤_Fa.

ひいては蚊幼虫各m体の感受性をあらわすLa小致死_Fft

は,正規分相をすると考えて安当なものと,沿われる･

班に証明されたごとく,･この和田では,押収兆剤長

と氾姥の間に (1)式が垣等的に成 り立つものであれば.

左辺2)Lが上記D如く正規分布をすることが 柿かめ

られた以上,右辺における logC なる変LLqは.正規

分布をするものと考えられる.これは,従来経験的に

知 られていた.感受性の分布が薬剤の氾皮 C そのま

でゝはなく,logC に対して正規分布をするという可1

実に一致するわけで.&る.

次に,この中天の理論的な根底を脈RJ]するために,

(1)式について少しく検討してみたい.いま,(1)の

両辺を Cについて微分すれば,

告 -a去 (3)

. となる.これは

AL-aAC/C (4)
と表わすことも出来る.つまり Cが増すにつれて,

次掛 こL は短かくなるが, その減少の仕方は C に

反比例するとい うことである.

これは,広く生物界において,刺戟と反応の間にみ

られる普遍的な法則のひとつである Weber･Fechner

の法則9) と全く一致している.つまり,恭剤の作用と

い う刺戟と,供試昆虫のそれに対する反応との問に,

やはり Weber-Fechnefの法則が成立して, (3)な

いし(4)の関係が存在し,そのために薬剤浪度 と摂取

長のあいだに(1)式が成立しているものである.しか

るに上記の如く,供試昆虫の態剤に対する感受性は,

如刑の摂取虫で表現すれば,Lが正規分布をすること

が椛かめられたので,薬剤濃班で表現すれば C では

なく logC が正規分布をするとい うことが,.当然の

帰結となってくる.いままで経験的に知られた事実の

根底に,矧 ま生物界に広く認められた法則が存在する

ことは邦味深い.

なれ Weber･Fechtlerの法則は,よく知られたJ:

うに,多くの場合適合する一定の範囲があって,刺戟

のあまり弱いところまたはあまりに強いところではあ

てはまらないことがある.殺虫試験の勘合にときどき

経験されることであるが,硯安を対数にとって 1次変

換しても田緑にならないことがある.つまり淡皮の対

数に対して正規分布をしないわけであるから,根底に

Weber-Fechnerの法則の適合する範囲からはずれて

L'､るところがあるのではないかと,疑ってみることも

灼駄ではないであろう.

BHC粉剤 :DDT以外の炎剤についても,同様に

摂取薬剤広と氾碇の間に.(1)式のtEi緑関係が成立す

るものかどうか,成立するとすれば,各班薬剤問で定

数 a,bなどにいかなる机辺が見川されるかをしらべ

るために,まず BHC粉剤を拭みた. その気fl'兄を爪3

衷攻び弟4図に示し†こ.矧 こ見るごとく.択取掛利払

土 リアキ柑 こ洪収の対数ときれいな-d緑閃旅を示して

いろ.

Table3. Thelengthofthe`̀inscctic王dccolumn"Andthe
Hcollarspace"atseveral'concentration90fBIIC.

conccen(t;:,I,ion log℡C "in:cetainci(EAnS笹 ∴ Yonfbiaas,?adn::ti.7aLe 豊 ･lnar(I:p:at,che"?∫

伽

潤

3-5

7-

.

0

(リ
0

0

1

7

2

8

7

7

6

3

0

7

4

1

1

1
一〇

〇

抑

制

313

285

紬

0

0

0

nU
0
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Table4, ThelengthoEthe''insecticidecolumn"andthe

〃collarspace"a'tseveralconcentrationsoflindane.

conccen(t芸;ion ･og2C "insTcetaiL:ii(eemnS}uEfn"･ U.7biaas,?adn::ti.7aEe :㌍:T7znar(13npmga;che"?f
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Fig.5. RelationsofconcentrationoHitidaTle

to一engthof〃insecticiaecolumn"swallowed

bymosquitolarva(-+-)and"collarspace"

behindinsecticidecolumn(-0-)･.

リンデン粉剤:リンデン結晶から調製した薬剤につ

いて行った結果を,乱4表及び第5図に示した.本実∫
験では,桝試昆虫として,野外より採期したア妄イエ

カの邦 4令幼虫を用いた-.
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DDT とBHC, ))ンデンの比較 :上記の3実験で

得られたそれぞれの 摂取薬剤長 一出産 及び工.)アキ

ー泊,'炎の各回柑垣線を邦5表にまとめ,ますこ拭収兆剤

Tablc5. ･Summary ofregressionequations
mlculatedwiththedatashowninTables1.
3and4.●

Insecticide C-エrelation ･C･Jre一ation

DDT L=1.998 l-0.565
-0.49910g空C ､†0.0313TogeC

BHC .･

Lindane

L=0.641 l=0.319
-0.29610gヨG 10･0085log･.C

L=0.364 l=0.339
-0.19010g℡C -0.056710g2C

長 一泊皮直線は,3実験の氾卵 油をそろえて邦6跡こ

示した.この図における弧度軸は,氾皮を % で示し

て2を低とする対数にとってあり,縦輔 去,mm馴1
位とした宍長であらわした.3三宅験に供したアカイエ

カ幼虫の体長は,各群とも,分散,平均旧に丑が.はめ

られないので,摂収非剤長はそのまゝ3㍍の比収にITJ
いて差支えないものと魁われる.㌔

BHG とリンデンの両改組間に多少のズレが認めら

れるが,これは,BHC は工業製品を使用し, .)ンデ

ンはγ･BHCの結晶を用いたところによるのか,また

は BHC の実験では, 実験室で累代飼押したアカイ

エ-ヵを班用LI:のに, 1)ンデンの似合時,野タI採火の

ものを用いたという,供試昆虫の系統の差に山瀬する

ものか,将来の検討に革ちたい･

いずれにしても,市販品であろうが,紙品からつく

った粉剤であろうが,BHC を仙川した火映では,お!

取薬剤長と孤IEの間に.(1)式のiEi税関係がなりたつ

ことは興味苦凱､.実験の当初,DDT よりも水に対す

る浴節性の大きい BHC のLii･合は, 食iJ')として以外

に接触iuとしても作用するであろうから,矧 こ祁氾収

の部分では,J理謝lAよりも下方にずれた触 ､tfil牧山 ;

観察さn,従って直線は下方に曲るかも知れないとい

･＼
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う予瓜を立てた.火I熱には,桐火験ともこのIlqi田の肌一

皮ではきれいにTE_L'掛 r_のt).予息lははずれた.この程

皮の氾舵と短いTIMtP13rLTqのrt"Aでは,やはり企弓蛭として

主に作用しているものと考えられる.

(tL[tL()
t
P
切
u

a
J

● ●

/log2C

F王g.6. Comparisonamongregressionlines
fortIlerelationbetweentheconcentrationand

thelengthof"insecticidecolumn''.
DDT (-●-), BHC (-㊨-)and･lindane

(-i)-).

次に.一pDT による結果と,BHC あるいはリンデ

ンによる結果を比較すると,l邦6図で認められる如く､,

BHCあるいはリ.>デンの場合は,､DDT のものに比

較 して,明らかに薬剤の摂収長が著しく短い.これは

直接に薬剤の効力の差につながる.いまかりに,氾度

1% (logeC-0)の点で,摂取きれた薬剤の尻をもっ

て効力を比校する.ものとすjlば,γ･BHC はDDTの

1/3-1/6のtPiで有効ということになる.

また, この回帰田線の勾配を比較すると,γ-BHC

の場合は,DDT に比較してなだらかになっているこ

.とがうかがわれるが,･これは.氾兜が糊しても,択改

良の減 り万が比校的少いことを忠味し.従来の殺虫試

験における殺虫確率に匹敵する.､こゝに狩られた結男=
/

からみると, ア カイ/l'･カ幼虫に対して γ･BHC は

DDT に比較して殺虫能率が劣ることになる.

エT)アキについて ‥ヰ ')ナキの成因は,ききに述べ

た如く,薬剤の中お作用の発現としてまず摂食不純に

おちいり.それから死亡するまでの時間内に,･打湖の

ため粉剤柱が陽田内を移動する約某である･.従って,

エt)アキの大小は.おを企不旭という巾弓び作川の発現か

ら,死亡するまでの柑TrJの長粒を:11別することになる.

3例2)火映からうかがえるJ:うに,エ')アキ,氾度回

茄他線の勾矧 ま-'Y.:しく小さい.これは,いずれの氾班

の｢妨介でも.一皿申iu作JT)が発別してから死ぬまでの

鴫!LTIJに,それほど新しいZ!がないことを示している.

iF:郡には,rTl招してから死ぬまでの時lt'Jは.1,T日放さ

れ7こ鵡刑が脳口壁から吸収される庇合いに文配される.

那 22 巻-Ⅰ

･従って,肘田内の粉剤柱のf長さと,含まれる鵜剤の淡

J従の相乗Ilなからみ伽 ､によって膨甥をうけることにな

ろう.

DDT の例では,氾班の揃い程エT)アキが大きく.

脱門壁からの薬剤の吸収は,氾皮よりも粉剤住の長さ

が玉として碓轡しているものと思われる.これに反し

て,BHC や t)ンデンの例では,エ1)アキ,浪度回帰

田緑の勾配が負になっていることか らも知 られるよう

に,班度が高い程工.)アキが短い.すなわち,浪皮が

高くて炎剤長が短い万が死亡までの時間が短いことか

ら,腸管壁での非刑の吸収には,薬剤長 く従って吸収 ･.

両税)よわも,薬剤濃度の方が主として好轡を与えて

ばらく如くとして.兆剤の吸収の度合いを考究する上 .

に,エl)アキが粥昧あるff料を提供するものとして注

目される.

紐 由

1･ アカイエカの訂4令幼虫を用いて,DDT 及び ､

BHCの粉剤を知 日として与えた場合,供試昆虫の感 ′

受性個体差をあらわすものとして,●各個体における最 ＼

小致死招別批正する班法を考案した.

2･ 蚊の助山が死ぬまでに摂収した糸剤の,腸管内

に占める良きL と新剤班哩Cの間には.L-alogC

+bなる胡線判係が存在する.そしてこの Lは正規分

布をすることを,DDT の例について確認した.

3･t･娼･2位の個体差は,C そのままでなく,logC',-

に対して11:規分布することを執 ､た.この直線式の収 J

蛇に,広く生物界の､刺戟一反応系 にみ とめ られ る

Weber-Fecllnerの法則があることを指摘し,この法 ､一

別の成立する昭田内では,薬剤孤度の対数をとると,

感支性はiE親分ね こなることを,現論的に孫かめた.

4.上由の宙緑式にわけZJii数 aと bをもとにし

て,兆剤の効力の比喉がI可ITtZであることを例によって

示した.

5･rrTiは作用が発131してから.死亡するに空ろまで

のtll-jll.Jを示す獅雌として,エ))アキllる椛を考案した.

エ リアキは,'vt･'JC別 lにわける妓t･刑の吸収のL,'弧 を老

死する上に手がかわになることを.DDT とBHCの

･例にようて説n)jした.

な叫 本稿に報告した実験方法は,niに食毒の場合

にとゞまらず,ヂ鴫 の粉末を摂適させることによって. -

接触詩の作用についても応用が可経であり,現在東に

･範囲をひろげて実験を継続中である.
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R占811m6

Theprobittransformatidnmethdddevelopedby

B一issis･nowadays,widelyusedforthearrange甲ent

ofresultoEexperimentsin thefiも7dofbioassay

ofinsecticides･In､manycases,itlュasb占enrecog-

nizedthat'th占 normalityofindividualsuscepti-

bility･canbeよttained by､the transfomationof

concentrationsofchemicalsinto]ogarithms. To

eva一uatetheoreticalbasisofthisempiricallyrecog-

nizedfactisthepurposeofthepresentexperi-

ments.

A simplemethod to observe-tIleletllaldose

ofinsecticidal powder for individualmosquito

larvawasrdevised by theauthors.The lethal

tLmOuntOEthechemicalin theindividuallarva

iSrCprCSCntCdbythelcngthof〟insecticideco7umn"

L.whichwasswaI]owcdbythelarvaunti)1its

surrcndcr･- TherelatioモSbetweenL and the

concentration'C_oEJ'nsecticl'deswere-observedin

theーeXperilne-ntヨ,usingDDT,BHC and lindane

powdersagainsttheforthinstar一arvaeofCulex

Pipiensタallens･･Thelinearregressi?nline,L=
alogC+,b,wasverifiedtobevalidinallthese

case?･Hereaandbareconstants･

Atthesametimethenormalityforthedistri･

butionofLwasascertained, soitisreasonably

provedthatthedistributionoflogoisnomal.

Tlleabovementionedeqllationcan beled irom

Webcr-Fcclmer's law (AL-aAC/C)which 王s

wide一y va一id in thefie一d､ofbiological science

concerning stimulus-response relations. It is

worthyofnoticethatWeber･Fechner′slawis(he

basisoftheeqllation,according一ythefundamemt

､ofthefactthattheindi÷idllalsusceptibilitytothe

insecticidesdistribllteSnO上mally in logarithnlic

scaleofconとentrations.

The parametersa and b ofthe rcgrcssion

equationsobtainedidtheexperimentsofDDT,
BHCandlindanewerealsocompared.

mosquitplarvausuallymovedtosomecxtcntin
the intestineaftertlle intoxicationbegan and

thelarvaceasedeating･To･representthedcgfee

ofthèshifting;thedistancqbetween the colkr

situatedatthehind･pointofheadand thecnd･

pointofthe"insecticidecolumn''wasmcasurcd.

This distancewasnamed `̀co11arspace". The

dataムn the 〃collarspace'' canbeutilizcd to

resolve certain problemson tlleabsorption oE

insecticidesattheintestinalwallofmosquitolarya,

bccallSethecollarspaceistheindicatorforthe

timefrom thestartofintoxicationtotlledeatll.

OJItheScasonzLIFJuchlation oEthePoplllationDcnSityofMeloidoByneincognilaacriEa
illtheSwccLpo一atoField.TsuruhikoLKoNDO(Kanto-T6sanAgriculturalExperiment､station.
Unakami,Chiba_Pref.).ReceivedNov.･14,1956/Ba砂zL-Kaglku,22,144-149,1957,(with

′･English̀resume,149). r

22･ 甘藷畑におけるサツマイモコンリユウセンチユウあ季節的消長につし､て･*. 近礎仏 産

(関東東山出業試験場)31.ll.14受理 :.

謹 ん で 春 Jtl_忠 曹 先 生 の 奇 瑞 を●祝 賀 し｡奉 る･.l_

コンt).ユウ.センチユウの棲息僻皮の消長は寄主作物の班軌 ま1=その栽培条件などによって潜しく
bTdって来る.サツマイモコンt)ユウセンチユウの被古を, 解析し防除対節をたでる鵜にはその糊雑

の実態をつかむ必要があるので, 2年間にわたって棲息鮮度の季節的消長を調査した.

瀬本はIBの要旨は昭和27年鑑 (1952)日本良学大会応用動物学会日本応用昆虫学会合同分科会において訂糊 発試
した.

144

＼ L/

l


